
CRAFT RICE of Hokkaido
JAたきかわ
星の降る⾥あしべつ「ふっくりんこ」
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★基本情報★
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部会名：JAたきかわきらきらぼし生産組合

品種：ふっくりんこ

栽培方法：高度クリーン米

農薬成分使用回数：5成分以下（慣行比77％減）

化学肥料使用量：5㎏/10a以下（慣行比50％減）

出荷可能数量：８４俵



「星の降る里 芦別」
芦別市は北海道空知管内中央東部に、縦長に位置しています。
市面積の9割が森林で占められており、南東から北西にかけて
空知川が流れ、豊かな自然に恵まれています。
澄んだ空気と光を遮断するように市を囲む山々が、
天然のプラネタリウムとも言える環境を作り、
「星空の街」にも認定されました。 3



「おいしさの秘訣」〜⽶作りに最適な⾃然環境〜
豊かな森林が育む澄んだ空気と⽔。
そして、⼭に囲まれた盆地で昼夜の寒暖差が⼤きいことが、
お⽶のおいしさ、⽢味を強めます。
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「作り⼿の想い」〜⽣産者の愛情〜
化学肥料・農薬を極⼒減らし、安全・安⼼でおいしいお⽶を
消費者に届けたい、そして豊かな⾃然を守っていきたい
という⽣産者の強い想いがあります。
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ふっくりんことは

・その名の通りふっくらとした見た目と食感が特徴。

・穀検によって実施された食味ランキングにて、
令和元年産より4年連続で「特A」評価を得ている、
北海道を代表する銘柄です。

・おいしいお米と評されるものの、その栽培は難しく、
おいしさの基準をクリアできる地域、
生産者を限定して生産が行われています。

・そのため北海道では約６％ほどの生産量しかなく、
全国的にも希少価値の高いお米です。

・芦別は、冷涼で気温の低い土地柄により、
病気や害虫が発生しにくいので、
安心安全なお米づくりが実現可能です。
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・ふっくらとした触感が魅力の高品質米
・栽培に適した産地限定での作付け
・「ふっくりんこ産地サミット」の
厳しい基準をクリアした公認マーク↓

ふっくりんこの特徴
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お米作りの精鋭たち

・芦別には、品種に特化した「ふっくりんこ生産部会」と、
農薬節減等のこだわり米に特化した「きらきらぼし生産組合」の
２つの生産部会が存在し、
相互に連携しながら水稲栽培に励んでいます。

・JA,普及センターとも連携し、研修会の中で
農薬節減の栽培ポイント等、情報交換を行うことで、
良食味栽培・栽培技術の高位平準化に取り組んでいます。

・ふっくりんこ生産部会 石尾部会長（左）

・きらきらぼし生産組合 西道組合長（右）
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持続可能な生産に向けて
～SDGｓの視点から見る芦別農業～
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食糧を供給するという役割において、「飢餓をゼロに」に
対する直接的な貢献となっています。
芦別米は学校給食への供給も行っており、
子どもたちに常に安全で栄養のあるお米を届けることは
健康保持・増進への支えとなります。
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また、地域の小学校と連携し、食育事業として
田植え学習を行っています。
食育推進の場の提供によって、持続可能な社会の
担い手を育むという点で、SDGｓの達成に貢献しています。
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芦別産ふっくりんこは、すべてがふっくりんこサミット基準、
半数以上が「農薬節減米」として栽培されており、
クリーン農業に積極的に取り組んでいる産地です。
また、ふっくりんこ生産者の9割以上は、収穫後の
稲わらを秋に鋤き込み、次の年に向けた土づくりを行いますが、
これはみどりの食糧システム戦略で謳われている
メタンガスの発生削減にも繋がる取組です。
市面積の9割が森林である芦別市において、自然環境の保全を
軸とした持続的な農業に取り組んでいます。



■商品名
JAたきかわ 星の降る里あしべつ ふっくりんこ
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■芦別産ふっくりんこの特徴
◇大自然の賜物◇
市面積の9割を占める森林の澄んだ空気、
市を縦断するように流れる空知川の豊かな水、
芦別米はそんな大自然の恵みを受けて育ちました。
生産者はもちろん豊かな自然からも愛された、
芦別ふっくりんこをぜひお楽しみください。

◇持続可能な生産◇
クリーン農業（農薬節減）への取組や、みどりの食料
システム戦略に向け、収穫後の稲わらの秋鋤き込みを行って
おり、GHGやメタンガスの排出を削減しています。
地球環境問題やSDGｓにも対応し、豊かな自然を守る、持続
可能な食料システムの構築に貢献しています。
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芦別米PR動画について

芦別市産直協議会にて
芦別米PR動画を作成。
（2分版、10分版の2種）

交流会での産地紹介や
店舗放映等、
様々な用途で使えます。
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その他販促資材


